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昨年 1 年間「センターだより」をご愛読いた

だきましてありがとうございました。今年もど

うぞよろしくお願いいたします。 

労働者のみなさんにとって素晴らしい年であ

りますように。   （センターだより編集長）

  

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
た
び
、
３
月
１１
日
（
月
）
８
時
３０
分

の
輪
番
紹
介
よ
り
、
窓
口
業
務
を
仮
事
務
所
に
移
転
し
、
開
始

い
た
し
ま
す
。 

 

早
朝
５
時
か
ら
の
相
対
紹
介
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
あ
い
り
ん
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
に
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
労
働
者
の
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
ま
す

よ
う
一
層
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
励
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新
所
在
地
：
大
阪
市
西
成
区
萩
之
茶
屋
１
丁
目
３
番
２８
号 

(

電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん)

 

電
話
番
号
：
（
０
６
）
６
６
４
１
‐
０
１
３
１ 

窓
口
開
所
時
間 

 

 
 
 

平
日 

午
前
９
時
～
１１
時
４５
分 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
１５
分
～
５
時
００
分 

 
 
 

土
曜 

午
前
９
時
～
１２
時
００
分 

 
 
 

高
齢
者
特
別
清
掃 

輪
番
紹
介 

８
時
３０
分
～ 

 
 
 

新
規
求
人
い
っ
せ
い
紹
介 

１０
時
２０
分
～ 

 ※

健
康
保
険
窓
口
も
仮
事
務
所
に
移
転
い
た
し
ま
す
。 

  
               

          ※

な
お
、
あ
い
り
ん
労
働
公
共
職
業
安
定
所
に
つ
き
ま
し
て
も
、
３
月
１１
日 

よ
り
南
海
高
架
下
仮
事
務
所
に
移
転
い
た
し
ま
す
。 

 

窓
口
移
転
の
お
知
ら
せ 

謹賀新年 
釜
ヶ
崎
芸
術
大
学
の
み
な
さ
ん
が
セ
ン
タ
ー

の
様
々
な
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
投
稿
し
て
く

れ
ま
し
た
。
厳
選
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 ※
釜
ヶ
崎
芸
術
大
学
と
は
？ 

N
P
O
法
人
コ
コ
ル
ー
ム
が
運
営
す
る
、
誰
も
が

参
加
で
き
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
市
民
大
学
。 

出
会
い
と
表
現
の
場
と
し
て
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
が
開
か
れ
て
い
る
。 

タイトル 「備えの午後」 
センターの軒下で、新聞とペットボトルを脇に 
眠る人を描いている。 

タイトル 「男前がいました。」 
カマやんがいる技能講習の掲示の前

で、とてもすてきなシャツを着ている

人を描いた作品。 

タイトル 「temple」 
海外の人が描いた作品。センターの柱が 
ギリシャの神殿のように思ったそうです。 

タイトル 「下半身」 
 センター2 階で横になった人を描いた作品。 
 

タイトル 「ありがとう」 
 たまにあいりんセンターの前を通る時は

ここからの景色でした。たくさんの日本を

支えてくださった労働者の方々、たずさ

わったすべての方にありがとう。 

タイトル 「売店も閉まっとる」 
売店も閉まり落ち着いた様子の寄場を

描いた作品。 

2019 



 
 

  

平
田 

克
郎
さ
ん
（
大
阪
府 

５５
） 

大
城 

盛
治
さ
ん
（
兵
庫
県 

３５
） 

岡
田 

慶
治
さ
ん
（
徳
島
県 

61
） 

池
内 

捷
二
さ
ん
（
大
阪
府 

７４
） 

 

1 月 8 日（火） 

午後 1:30～3:30 

あいりん総合センター西側 

１月２４日（木） 

午前 10:30～12:00 

南海電車沿い（萩ノ茶屋地域

西部） 

１月２９日（火） 

午前 11:30～13:00 

萩ノ茶屋南公園 

（三角公園）南側 

２月５日（火） 

午後 1:30～3:30 

あいりん総合センター西側 

2 月 12 日（火） 

午後 1:30～3:30 

あいりん総合センター西側 
健診場所は毎回異なります。 

詳しくはセンター窓口まで。 

 

誰でも健診が受け

られます 

12
月
7
日 

 

あ
い
り
ん
ク
リ
ー
ン
推
進
協
議

会
が
冬
物
衣
料
品
無
料
配
布
を

三
角
公
園
で
行
う
。 

12
月
9
日 

 

路
木
で
よ
ろ
ず
相
談
会
を
開
催

す
る
。 

12
月
20
日 

西
成
区
役
所
で
第
３６
回
労
働
施

設
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。 

１２
月
２１
日
～
２４
日 

動
物
園
前
一
番
街
が
動
物
園
前

一
番
街
商
店
街
で
第
３
回
デ
ィ

ー
プ
大
阪
ス
ト
リ
ー
ト
を
開
催

す
る
。 

 

わ
た
し
は

７０
年
６
月
に
釜
ヶ
崎
に
き
た
。

当
時
の
寄
場
は
南
海
西
側
の
尼
平
線
の
道
路

上
だ
っ
た
。
今
は
４
車
線
に
車
が
走
っ
て
い

る
が
当
時
は
２
車
線
だ
け
だ
っ
た
。
東
側
は

飛
田
本
通
り
ま
で
２
車
線
だ
っ
た
。
そ
し
て

南
側
の
歩
道
は
露
店
の
食
堂
が
並
ん
で
い
た
。

こ
の
食
堂
は
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
時
に
３
階

に
入
っ
た
。 

万
博
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
工
事
が
始
ま

り
、
こ
の
仕
事
が
ど
っ
と
あ
っ
た
。 

１０
月
１
日
に
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た

と
き
は
「
お
お
き
な
建
物
だ
な
」
く
ら
い
の

感
想
し
か
も
た
な
か
っ
た
が
、
人
も
車
も
あ

ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。
車
は
セ
ン
タ
ー
の
周

り
に
二
重
三
重
に
な
っ
て
い
た
。 

寄
場
の
南
は
、
港
湾
労
働
の
求
人
が
来
て
、
単
価
が
建

設
よ
り
い
い
の
で
若
者
が
競
争
で
大
型
バ
ス
に
の
っ
た
。

人
の
頭
の
上
か
ら
乗
り
こ
む
人
も
い
た
。
こ
の
若
者
た
ち

が
後
に
で
き
る
「
暴
力
手
配
師
追
放
釜
ヶ
崎
共
闘
会
議

（
釜
共
闘
）」
の
主
流
に
な
っ
た
。 

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
最
初
の
大
晦
日
、
ま
っ
た

く
仕
事
が
な
く
、
怒
っ
た
労
働
者
が
一
階
真
ん
中
の
セ
ン

タ
ー
詰
所
に
放
火
す
る
事
件
も
お
き
た
。 

↑水の入った噴水。現在の

「求人の森」の場所にあっ

た。 
 水が入れられたのは数日

だけだった。 

水
野
阿
修
羅
さ
ん
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
が
で
き

た
1970
年
か
ら
の
3
年
間
の
手
記
が
届
き
ま
し

た
。 次

号
か
ら
は
、
釜
ヶ
崎
で
暮
ら
し
た
人
々
に

話
を
聞
き
取
り
、
あ
る
時
代
の
特
徴
的
な
出
来

事
の
思
い
出
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

 

昨
年
十
一
月
、
二
〇
二
〇
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
続
き
、
二
〇
二
五
年
に
国
際
博
覧
会
（
万
博
）
が
大
阪
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

万
博
会
場
と
な
る
夢
洲
の
整
備
に
始
ま
り
、
会
場
の
建
設
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
、
こ
れ
か
ら
建
設
業
界

は
大
忙
し
の
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。 

昨
年
は
、
大
阪
北
部
地
震
、
台
風
二
十
一
号
の
被
害
が
大
阪
を
は

じ
め
近
畿
全
域
を
襲
い
、
今
も
修
理
が
追
い
つ
か
ず
、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
屋
根
に
か
ぶ
せ
た
ま
ま
の
状
況
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。 

復
興
工
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
の
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る

中
で
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
ど
う
乗
り
切
る
か
、
労
働
者
の
確
保
、
人

材
育
成
に
対
し
、
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
春
に
は
、
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
時
に
建

て
ら
れ
た
「
あ
い
り
ん
総
合
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、
南
海
高
架
下
の
仮

移
転
事
務
所
に
移
り
ま
す
。 

将
来
の
本
移
転
に
向
け
、
現
在
、
労
働
者
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
建
設
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
仮
移
転
中

も
、
一
層
お
役
に
立
て
る
職
業
紹
介
や
就
労
相
談
が
お
こ
な
え
る
よ

う
「
応
援
し
ま
っ
せ
！
あ
な
た
の
や
る
気
」
を
合
言
葉
に
、
職
員
一

同
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
、
皆
様
の
や
る
気
を
精
一
杯
「
応
援
」
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

平
成
三
十
一(

二
〇
一
九)

年
一
月 

公
益
財
団
法
人 

西
成
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー 

代
表
理
事 

内
屋
幸
治  

全
港
湾
が
白
手
帳
の
加
入
を
勧
め
る
の
で
、

私
も
手
帳
を
と
っ
た
。
た
し
か
わ
た
し
の
手
帳

番
号
は

５７
番
だ
っ
た
。
当
時
の
業
者
は
印
紙

を
も
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
就
労
申
告 

書
を
印
紙
の
か
わ
り
に
し
て

７６０
円
の
認
定
を

も
ら
っ
た
。 

し
た
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
合
理
化
で
求
人
に
こ
な
く
な
っ
た
。 

↑放火されたセンター詰所。 
焼け焦げたことがわかる。 

セ
ン
タ
ー
の
寄
場
の
真
ん

中
は
「
新
日
鉄
」「
日
立
造
船
」

「
三
井
東
圧
」
な
ど
が
大
型

バ
ス
を
乗
り
つ
け
た
。 

「
新
日
鉄
」
の
構
内
掃
除

は
、
屋
外
だ
が
空
は
茶
色
だ

っ
た
。「
日
立
造
船
」
は

２０
万

ト
ン
の
タ
ン
カ
ー
の
下
で
ガ

ラ
出
し
だ
っ
た
。「
三
井
東
圧
」

で
は
尿
素
の
袋
詰
め
を
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
当
時
は
年
末
に
全
国
か
ら
、
田
舎
に
帰
れ

な
い
労
働
者
が
釜
ヶ
崎
に
帰
っ
て
き
て
、
お
金
が
あ
っ
て

も
ド
ヤ
に
泊
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
港
湾
西

成
分
会
の
有
志
が
花
園
公
園
を
使
っ
て
夜
回
り
と
炊
出
し

を
し
た
。
こ
れ
が
現
在
も
続
く
「
越
冬
闘
争
」
の
始
ま
り
。

こ
の
越
冬
闘
争
は
次
の
年
か
ら
、
若
手
が
独
自
に
や
り
、

こ
れ
が
釜
共
闘
に
な
っ
た
。 

 

ディープ大阪ストリートの様子 
2018 年 12 月 21 日撮影 

 

①
～
④
の
写
真
は
上
畑
恵
宣
撮
影
、
大
阪
市
立
大
学
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
管
理
。 

 
 

 
 

セ
ン
タ
ー
開
所
直
後
の

1970
年
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
。 

① 

② 

③ ④ 
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